
防コミの歩き方たずね歩き消防団
１０月２６日、千代が丘地域福祉センター
において、三世代参加型防災訓練が実施
されました。三世代というのは、祖父母世
代と、父母世代、子ども世代の三世代を
指し、子どもから大人まで参加できる防災
訓練を千代が丘防災福祉コミュニティが計
画しました。訓練当日は天候にも恵まれ、
地域の子どもが２７人、大人が５３人の計８０
人が参加されました。
●訓練の目的
災害は家族みんなで備えることが大切な

ので、家族全体で訓練に参加できるよう、
子どもと一緒におこなえる訓練を中心とし、
家族全体の防災に対する知識を高めて、
災害発生時に備えることを目的としました。
●訓練の内容
普段は触れることのない資機材に触れ、

少しでも多くの経験ができるように、体験
するプログラムを数多く準備しました。
具体的には、まず、非常時の炊飯方法

として、ビニール袋を使用したご飯の炊き
方を学びました。
次に、NPO法人プラス・アーツが開発し

た防災訓練プログラム「イザ！カエルキャラ
バン！」を参考に、千代が丘防災福祉コミュ
ニティがアレンジしたものを「ミニカエル

キャラバン」として、訓練をスタンプラリー
方式でおこないました。内容は、煙体験や
水消火器体験、担架搬送体験、AED体験、
非常持ち出し品展示、防災資機材展示及
び簡易トイレ展示をおこない、体験をした
らスタンプをもらって、スタンプをすべて
集められるようにするものです。
最後に、垂水消防署にある消防車の名

前あてクイズや消防車の塗り絵コンクール
をおこない、訓練を終了しました。
●訓練の様子
訓練に参加した子どもたちは、自分のス

タンプラリーの用紙を見ながら、まだ参加
していない訓練がどこでおこなわれている
のか、参加した訓練はどのようであったの
かを家族や友だちと話し合い、大人たちは
担架搬送で実際に子どもを搬送したり、煙
体験で視界の悪さや怖さを実感するなどし
て、家族みんなで防災のことを考える機会
となりました。
●その他
千代が丘防災福祉コミュニティは、平成

２６年度の優良自主防災組織として兵庫県
知事から表彰を受けました。

（垂水消防署）

中央消防団・第3分団の紹介をさせてい
ただきます。第3分団は旧葺合区であるフ
ラワーロード以東、JR、阪急高架から国道
をまたいで「HAT神戸」までのエリアを担
当しています。このエリアは古くからの街と
新しい街を含み、エリア同様に団員も親子
二代、親子に近い年齢差の団員がおり、職
場や家庭とのつながりとはまた異なった信
頼と共助に支えられた分団となっています。
第3分団は、上田分団長のもと、日々、

地域の安全のために頑張っています。特に、
中央消防団代表として出場した昨年の「神
戸市消防団小型動力ポンプ操法大会」では、
団長以下本団の役員、各分団から中央消
防団あげての協力と声援をいただき、第3
分団としての団結をさらに深めることがで
きました。
暑い日差しの下での昼間訓練、照明に

照らされた小学校グラウンドでの夜間訓練
など、分団員全員が自己の都合を犠牲にし
て本番に臨みま
した。結果は入
賞にとどまりまし
たが、女性指揮
者の指揮のもと、
真剣かつ和やか
なメリハリの利

いた操法を披露することができました。女
性が加わることで新たな可能性が開けてく
るなと感じました。第3分団には3人の女性
団員がおり、彼女たちのソフトな対応、き
め細やかな活動は火災予防広報、救急講習
等、さまざまな場面で発揮されており、第
3分団でも欠かせない存在となっています。
そして、「子育て真っ最中」の女性団員も
おり、留守を預かる家族の協力には頭が下
がります。消防団は消防、予防活動以外に
も、地域の絆をつないでいくという大きな
役割を担っており、各分団、団員は「地域
のネットワークの拠点」として大きな存在で
あると考えます。東日本大震災以降、消防
団の重要性が再認識されています。さまざ
まな機会を捉えて、消防団が地域に不可
欠な存在であることを伝えることで、人材
確保等の一助になればと考えています。

　(中央消防団第3分団　櫻井良生)
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